
和歌山県有床診療所協議会会員事務局より会員の皆様へ
（2019.8.16）                   文責：辻 興

いつも当協議会への御支援心より感謝申し上げます。
平成 30 年 10 月 31 日に日医横倉会長より日医有床診療所委員会（齋藤義郎委員長）への諮
問「中長期的にみた地域における有床診療所のあり方について」がなされ、これに対する日
医有床診療所委員会の中間答申が令和 2 年度診療報酬改定を見据えて 7/18 にまとまり、
8/2 に日医より都道府県医師会長宛に送付され、8/10 和歌山県医師会より当協議会に送付
されました。和有協 HP 会員ページの「会員事務局発行資料アーカイブ」の「会員の皆様へ
（日医令和元年度有床診療所委員会中間答申）2019/08/10」に掲載致しますので是非ご覧
下さい。
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